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11月の人口の動き

出生男30女17計47
死亡〃20〃9j・・29

転入・y60〃41川01
転出〃43j・・63川06

　

世帯数9．698

　

人口44．731
男21，405女23．326

2億6千万円を追加計上
第83回臨時市議会

　

第83回臨時市議会は11月】O日午前11時

15分から卜目かれ昭和40年度大野市一般会

計術正予算総額2億6ごT280万円のほか1議

案が銘議され原案どおり可決、午後2時5

分閉会しました。

　

これて巾の予算総額はこれまで最高だ

った昭和57年度一般会計予算を上回る12

慰IT31万7千円という超予算になりまし

た。議案内容は次ぎのとおりです。

議案第72号昭和40年度大野市一般会

　

計補正予算c第4号）

　

碩正総額は2に6干280与円で、主とし

て40・9肌水大の回闘封係の費Tです。大

要に友き（ン）とおレごす。

　

総務費5万5千円

民生費112万5千円

衛生費9万8千円。

消防費22万9千円

災害釧目費2億6千

129万3千円（農林

施設災害復旧費1

億5千35万円、公

共土木施設災害復旧費Hぴ282万3「・ilま1、

厚生施設災吉良旧費812万円」でづ≒

○議案第73号昭和40年度大野市特別会

　

計簡易水道事業補正予算（第1号）

　

岫正予算総額は648万3ド円で⊇牡良心

施設災大兄口貫です。

あかね保育園完成

　

上中野に新装なったあかね保育園の落

成式が川月5日午前日時から県帽人児童

鰍長はじめげによ議輿のほかま多数の三吉を

迎見’ご行なわ八まレしこのあと入京式

に侈りし柚図長のあいさつがあり、70名

のレ匹にし父兄を代返して白沢ヤ枝子書ん

が∧ふ……ぐ；ご瀧）－、ミられまレツ。

　

あかね保育円は①工費535万ト1」で8月5

日に石工、！OL」2引TIに七成しました。まぐ

辿平屋仙て345．57元で遊戯室i、事務よ簾

臥俗心1、保谷y酒、乳児宗1、謳縦皇1が

設けら八90名が収容されます。

　

これひ大野市の保育園は4つ（大野、義

景、作目、あかね）になり園児は全部で

293名になりました。＝写真はよろこび

　

のあいさつをする森広市長

市民年賀会の申し

込みは20日までに

　

昭和41年の年賀会を次ぎのとおり

催します。ご希望の方は同月20日ま

でに巾役所総務課または随公民巾へ

お申し込みください。

　

とき1月1日午前10時

　

ところ大野市役所大会議室

　

会費100円

なお住所、氏名、役暇名をご砲人く

ださい。

（写真は感謝状を受ける自衛隊）

個人10、団体18

40●9風水害の功労者を表彰

　

40・9風水害のさい被災者の救出、収容

および水防、邸国吉勤に活躍した個人10

人、トji体18に。対し10月27日午前10時50

分から市長室において感謝状と記念品が

贈られました。受賞者は次ぎのとおり

（個人）△藤浪晃（四番（l最勝、T）△東野

　

弘（四番上明源寺）包野か誘慧（三番下

　

本伝寺）△巌断鎧（寺下長勝寺）二大門

　

俊我（寺ト善導寺）△花山昭道（四番下

　

浄勝寺）△藤川義憲（寺ド誓念寺）△fy

々氷稔（庄林）△寺西茂；汲（友がい△百崇

高（富田小佼長）

（団体）△北陸電力大野営業所△大野

　

電報電話局△大野高等学校生徒会．

　

大野工業高等学校生徒会ン．国鉄福．汗

　

保線区大野派出所△日赤竹川ヽjl大野

　

分ト叱大野地区婦人会、同米亡人会

　

△日赤医療班△大野巾消防トjl第1、2、

　

5、6、7分団△陸上自匍球第14普通科

特設人権相談開設

12月6日下庄公民館で

　

12月4日からIO日までの7日間は人権週

間です。大野人権よう護委員会と福井地

方法務局とが共催で人権相談が12月6日

’ト前！0時から下し卜公民館で開かれます。

お気軽にご相談ください。

連隊第322地区施設隊△航空自衛隊

小松救難隊八大東染工株式会社
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富田小学校の建設具体化

総工費約フ千万円

　

23号台風で倒壊した富田小学校は総工

費約7千万円を投じて、12月中に校舎1棟

の工事が始められ、明年8月頃に完成の

予定です。

　

こんどできる校舎は鉄筋コンクリート

3階建延べ2．397がで教室の配i汽などは図

のとおりです。各教室には電話機をつけ

給食リフトを設えつけて、これまでより

充実したものに建て替えられます。

　

政舎の位μは今

までよりも越美北

線よりにさがり、

富田公民館の敷地

と同じ高さに土盛

りされ、ま校庭は広

くなります。

　

（図は富田小学校

の青写真）

高松宮賜杯第16回中部日本スキー大会

奥越高原を舞台に1月30日から3日間

　

第16回中部日本スキー大会が明年1月

30日から2月1日までの3日間、奥越高原

スキー場を主会場にはなばなしく行なわ

れます。

　

初日の50日午後2時から有終中学校に

おいて、高松宮殿下をお迎えして開会式

が行なわれ、大会の幕が開かれます。こ

の大会には石川、富山、岐阜、三重、愛

知、福井各県の選手、役貫、約900名が

参加して技がきそわれます。

　

このため、市では関係者の協力を得て

実行委員会をつくり、大会の準備を進め

ています。大会日程は次ぎのとおりです

第1日1月30日

　　

午後2時開会式（有終中学校）

第2日1月31日

　　

午前9時距離競技（尚徳中学校校

　　　　　　　

庭）

　　　　

”回転競技（勝原スキー場）

第3日2月1日

　　

午前9時継走競技（尚徳中学校校

　　　　　　　

庭）

午前10時大回転競技（勝原スキー

　　　　　

場）

　　　

閉会式（尚徳中学校体育館）

市の人口4万3千747人

　

昭和35年より919人減る

　

10月1日に行なわれた国勢調査の結果

がこのほどまとまりました。これにより

ますと大野市の人口は4万5千747人で、

男は2万747人、女は2万5千人、また世帯

数は9千755世帯です。

　

昭和35年に行なわれた国勢調査と比べ

ると、人口では9】9人、の減となっており

男女の内訳はりりが455人女は464人いず

れも減となっています。

　

世帯では以前よりも477世帯の増とな

っており、人口、世帯とも村部から町部

へと移っており、市街地の面積も昭和35

年の205／iaから25Qhaとなり田園都市か

ら商工業都市形態へと移り変わる兆候が

うかがわれます。巾の人口密度は1だ虜

当たり127人、ト世帯当たりの家族は4人

程度となっています。

市役所、各公民館

の執務時間が変更

　

市役所、各公民館の執務時間か1リ」22

日より次ぎのように変わっています。

　

昭和40年11月22日より昭和41年2月25

日まで、執務時間は午前9時より午後4時

50分までです。このため昼の休み時間は

正午より30分間となります。ただし土曜

日は正午まで。

冪骸亦秤廸鳶

古墳文化時代の大野地方

　

今から1千500年

前から、1ニf700年

前にさかのぼる約

400年間が古墳文

化時代である。弥

生時代の末から奈

良時代の始に至る

間で、大和地方を

中心に各地の豪族

が平和の中に天皇

に服属し日本の統一がほぼ完成した時

代である。大和朝廷の勢力は朝鮮半島

にも及んで中国の文化が伝わってきた

この時代に有力な支配者は壮大な高塚

式墳墓を作った。まだ文字で書き記す

ことはなかったので、古墳の中に納め

た上器や、種々の品物によって、当時

の生活を研究することができる。

　

終戦後、占墳の研究は著しく進歩し

た。大野巾では荒毛山の麓の大矢戸古

墳が、日本国家成

立時代の文化を実

証している。今か

ら10年程前に、ジ

ンガマの伝説のか

らむこの古墳が発

掘されて、台石と

9個のスエ器（祝部

土器）によって、

今から約1ニF400年

前の造成‘Cあることが明らかとなった

これは継体天皇の頃の大野の豪族（支

配者）の墓であって、他の古墳と比較

して、その時代の文化を推考すること

ができる。（写真は大矢戸のジンガマ）
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火事のときは地下水を川へ

ゴミは絶対に捨てないように

（写真は消防署に掲げられた防火標語）

　

各水路はこのあいだのま風水害で、取り

入れ口がこわれたり、土砂が流れこんだ

りして、市街地の水路は減水しています

市では災害復旧を急いでいますが、あま

りにも広砲川なので十分に行なわれてい

ません。

　

市街地を火災から守るため、上庄中学

校横では土俵をつんだり、また上五条方

地係においてはブルドーザーで用水の取

り入れ口をこしらえ、清滝川と貞名川の

水を合せて侮秒2tの水を市街地へ送っ

ています。しかしこれだけでは防火用水

として十分ではありません。もし火事に

でもなりますと大変なことになります。

先月も悲惨な例がありました。

　

万一、火事が起きたときは、火災現場

付近から川上にあたる各家庭のホームポ

ンプで地下水を川へ放水していただくと

50軒で1台の消防自動車の消火活動が十

分おこなわれますのでぜひご協力をお願

いします。

転入転出の届けには

世帯異動連絡票を

　

日頃市民の皆さんと関係の深い戸籍事

務について、皆さんのご川がスムーズに

運べるよう次ぎのことを守ってください

転入、転出、出生、死亡、転居などのIll｝

け出をなさるときは必ず世帯異動連絡票

をお持ちください。

　

財帯異動連絡票は各区長さんの手元に

べt備してあります。

ゴミを捨てることは厳禁／

　

またこれからはとくに野菜の収穫期に

はいり、野菜を洗うことが多くなります

野菜クズはもちろんのこと、紙クズ、板

あきカン、ボール箱、タワラなどを川へ

捨てないようにしてください。

○火災シーズンになりましたのでお互

　

いに次ぎの点を守りましよう。

▲電気コタツ、コンロ、ガス、油、タパ

　

コなどの取り扱いには十分注意する。

▲おやすみ前には大の始末をよく調べる

▲万一の火事にそなえて、バケツに水を

　

また消火器を肝ぴする。

▲火事を発見したらすぐ119番（消防署）

　

へ知らせる。

A消防自動車が一刻も早く現場に行ける

　

よう道路に物な旨かない。

火の始末、

人にたのむな、まかせるな

年賀はがきは市内、県内、

県外別にまとめてください

小包は15日まで、賀状は22日までに

イ、年賀はがき以外の賀状には、表面に

　

「年賀」と赤で、斗いてください。

ロ、年賀状のあて名はま［1ミ確に。同居やお

　

子さんあては「間々方」をお忘れなく

　

町名の変わった地域あてのものは新し

　

い町名をかいてください。

ハ、年賀状は市内、県内、県外のものを

　

別々にたばね、表面に「年賀郵便市内

　

あて」に年賀郵便県内あて」「年賀郵便

　

県外あて」と書いた紙札をそえる。

し尿処理場操業再開

　

復旧費450万円

　

保健衛生課では復旧費450万円で、40

・9風水害で大被害を受け運転不能となつ

ていたし尿処理場の仮復旧を急ピッチで

進めていましたが日月15日からふ↑こtこび

操業を始めました。

　

投入槽道路、仏f投入口、沈砂池、ズル

サボンブ（15馬力）投入梢（ビュールク

ンク10だぞ）、オデーポンブ（7馬力半）な

どの応急施設のほかに、ボイラーにはバ

イパス管を取り付け重油とガスを併用し

て使えるようになり、阪復旧ながら皆さ

んにご迷惑をおかけしないよ到こなりま

した。（写真は仮復旧したし尿処理場）
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県民総ぐるみで交通・」4故をなくそう

をスローガンにド交通事故ゼロ」県民運

動が月月10日から12月引しまで行なわれ

ています。

　

巾内のことしの交通事故（日月24日現

在＝大野’糸価イ）は光生什数277吽。死者

7人、傷削76人で昨年に比べ約2倍とな

っています。これらの事故は運転者が十

字路などで除行をごったもの、安全運転

をしないもの、また水行行の中：剣心前の

飛び出しなど、ちよっとした不沁意から

起っています。そこで運転者はつぎの

5力章を、レア÷柚吹を起さないよう細心

のよ己をお回にヽレます。

1章免許のないものは絶対に運転しない

2章酒を飲んでからの運転は絶対しない

3章たえず決められた速度を守ること。

4章交差点では必らず徐行し、左右の安

　

全を確かめてから通過すること。

5章踏み切りの直前では一時停止して左

　

右の安全を確かめること。

　

なおこの運動期間巾、感心なは範運転

手を見かけられた方は跡察または市役所

総悟訃へお知らせくだぷい。

歳末助け合い運動

この人たちに暖かい心を

　

ことしも12月1日から31日までの1ヵ月

間歳末助け合い運動が行なわれます。あ

なたの心のこもったお金を恵まれない方

々に贈ってくださいますようお願いしま

す。

　

区長さんを通じて各ご家庭に同悄袋が

届けられますのでご協力ください。去年

はお金やお米を入れていただきましたが

ことしはお金だけを入れてくださるよお

願いします。

インフルエンザ予防注射

L予防接種手数料は成人が230円、幼児

が90円です。なお次ぎの方は医帥にご相

談ください。

　

↓鶏卵に対し特に過敏性の方②心臓

腎臓などに異状のある方膳加圧病、脚

気のある方

12月2目 1．00～2．00 有針山小学校

森し小学砂

／／3目 1．00～2．00 内治、y

1．00～loO 土星、判ヽ学院

1．50～2．30 ］皆生子小学隠

／／8日 1．00～2．00 阪谷公民館

回国公民館

／ノ9円 1．00～2．00 下ま庄公民凪

谷岡公民言

z伺O日 1．00～2．00 敦願、y

小出公良心

／／14日］．00～2．00上庄公民丿回

M5し 1．00～2．00 下川公僕俯

有終西小学段

z／16日 1．00～2．00 」リ王公侵出

蕨生小学にど

列7日 1●00～1．20 勝原小学校

1．30～1．50 下打波小学校

2．00～2．30 打波小学校

たのしい參やすみ
離れぱなれでも心はしっかり

　

12月になると日の暮れるのが早いので

児プ囃生徒たちは外での遊びはできないし

夕食までには時間があるし、また冬やす

みに入っても両親がいないために毎日の

ようにわびしいたそがれときが続いて、

よくない遊びを覚えるチャンスも多いよ

うです。

　

こんなときに家庭の人がひとりもいな

いと家へ帰っても火の気はないし、遊び

相手もなく少年たちは、やるせない気持

ちのはけ口に同じような環境の子が集っ

て、おとなのまねごとのように喫煙、飲

泗を始めたり、よくない低俗な読み物に

興H末を覚えたり、ひとりで映画を見に行

つたりしはじめ、高学年の少年では、下

恪生活を始めた友だちのところで、夜ふ

かしをするようなことが起り勝ちです。

　

こんな失敗をしないためには、たとえ

訃jW離ればなれていても、この丁四ご

けはしっかりと岫ばれて、明るい気持ち

の似目でありたいと思います。

戦没者の妻に20力円

明春には時効となる

　

幟没者の友に刈して特別給付金20万円

が支給されています。現在木川者を訓今

中です。本請求の方は3月31日までに巾

福祁塵務所で手続きをレてください。tりj

日を過ぎますと時効になります。

風見鶏

▼
巳
（
ミ
）
午
（
ウ
マ
）
の
ケ

カ
チ
（
飢
き
ん
の
意
）
と

北
‐
か
ら
の
一
言
い
伝
え
が
あ

る
。
ミ
年
の
こ
と
し
は
四

〇
●
九
風
水
害
で
明
け
暮

れ
た
。
▼
し
か
し
こ
れ
ら
の
試
練
は
来
年
に
希

哨
と
勇
気
を
与
え
、
さ
ら
に
前
向
き
の
姿
勢
を

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
。
現
在

の
河
川
の
警
戒
水
位
の
是
正
や
、
河
川
管
理
・

治
山
●
水
防
計
画
の
再
検
討
も
竜
頭
蛇
尾
に
終

ら
せ
た
く
な
い
。
▼
笹
生
川
ダ
ム
の
洪
水
調
整

の
限
界
も
、
千
ミ
リ
豪
雨
に
対
し
て
は
底
が
知

れ
た
今
日
、
莫
名
川
グ
ム
の
新
建
設
は
ぜ
ひ
実

現
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
奥
越
九
頭

心
電
源
開
発
の
進
行
と
と
も
に
、
勝
原
－
朝
日

間
の
越
美
北
線
延
長
計
画
の
実
現
は
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
だ
。
越
美
南
線
岐
阜
県
北
濃
駅
と
最
終

的
に
結
ぶ
ル
ー
ト
の
開
発
実
現
に
一
歩
近
づ
い

た
意
味
が
大
だ
か
ら
で
あ
る
。
▼
と
こ
ろ
で
最

近
、
所
用
で
市
内
の
N
校
を
お
尋
ね
し
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
0
校
長
の
教
育
計
画
の
中
に
、

一
週
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
を
「
日
の
神
、
月
の

神
、
火
の
神
、
水
の
神
、
木
の
神
、
金
の
神
、

土
の
神
」
に
感
謝
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
の
尊
い
教
育
実
践
の
一
端
を
伺
っ
て
少

か
ら
ず
感
動
を
覚
え
た
。
「
日
、
月
、
火
、
水

…
…
上
」
は
い
ず
れ
も
大
自
然
の
恵
み
で
あ
り

こ
れ
ら
に
感
謝
し
よ
う
と
す
る
祈
念
の
姿
に
は

大
自
然
の
亘
理
を
求
め
る
者
の
淳
さ
が
あ
る
。

▼
f
に
ハ
の
頃
に
無
意
識
に
身
に
つ
け
た
生
活
態

斐
は
、
お
と
な
に
な
二
～
親
に
な
っ
て
よ
う

や
く
光
を
出
し
始
め
る
。
こ
う
し
た
教
育
は
本

七
、
家
庭
に
お
い
て
央
践
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
ほ
ど
今
日
の
家
庭
教
育
は
空
白
化

し
つ
つ
あ
る
。
郷
土
建
設
の
根
底
に
は
科
学
と

余
教
の
両
翼
が
な
け
れ
ば
大
飛
躍
は
出
来
な
い

年
の
瀬
に
忙
殺
の
日
日
を
送
っ
て
ま
た
く
る
年

の
幸
せ
を
祈
念
し
た
い
。



市政大野 （目で見る市の財政・特集号）昭和40年12月15日 （門11rM）

　

昭和54年9月16日（
第5種郵便物詔可） （D

吊
陵
t罰

　

入口44．797

　

世帯数9．677

　

面積434．56／U’

（昭和40年9月1日現を）

　

人卜】、匪帯は住民登録による

目で見る

市の財政

　

これは市の財政がどのように運用され
またあなたの税金がどのように使用さ

れているのかを皆さんにその内容を知
っていたヽ゛くために公表するものです。

大野市10年間の歩み
歳入

総額48億8こF・9万5千630円

歳出

48（12r・492万3‘f648円

単位円

単
位
億
円

単
位
億
円

特別会計39年度決算額

　

国民健康保険事業

歳入87，080，123円

歳出87，080、123円

被保険者27，077人

受診率384，64％

1人当り診療費5，561円

　　

簡易水道事業

歳入7，761，773円
歳出7，252，150円

大野市簡易水道普及状況

　　

給水世帯1，993

　　　

／〆人口10．551

　　

普及率23．5％

　　

宅地造成事業

歳入7．610，774円

歳出24．207，951円

計画面債88．5ha

造成面積50．8ha

39年度

市債借入状況 総額9千850万円

単
位
F
万
円

市債現在高（40．SI現在）

　　　　　　　

単位千円

総

　

心額

604，591

　

叩ト

市有財産

有価証券

　　

5，579，000円
1こ地

山林354．3ha

宅地その他36．6ha

自動車

　

乗用者12台

　

消防自動車16台

建物

延べ面積80．370m’

借入先別

　　　　　　

単位千円

総額

604，591

　

千円



市政大野 （目で見る市の財政．特集号）昭和40年12月15日

　

毎月1日発行（
1部2円

） 昭和54年9月16日（
第5種郵便物認可

）
（2）

歳入
総額7億2浪857万9千円

歳出

総額7億2千728万3千円昭
和
3
9
年
度
決
算
状
況
二
に
万
円
万
古
「
普
通
会
計
」

レ
況
几
与
q

甲
立
F
与
リ

市税の1人当り負担

県
降
白
円

世帯当り市税負担

胆
臣
∩
円

投資的経費の事業別内訳

　　

総額2億109万ド円

昭和39年度市税収入状況

　　　　　　　　

（単位i1円）

総額

261，009

　

汗j
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